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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① 「「ことば」の科
学―インド、ゴア
社会における文字
論争と大衆劇をめ
ぐって」

単 2007年6月 日本文化人類学会第
41回研究大会
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単著､
共著
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①平成19年度科学研究費補助金（若手研究(Ｂ)）「インド・ゴア社会の大衆演劇「ティアトル」
をめぐる実践と共同性の文化人類学的研究」（課題番号17720299）による現地調査実施　②平成
19年度科学研究費補助金（基盤研究Ｂ（海外））「境界の生産性とトランスナショナリティに関
する文化人類学的研究」（研究代表者　小泉潤二（大阪大学大学院人間科学研究科・教授）研究
分担者　③トヨタ財団2006年度アジア隣人ネットワークプログラム助成（2006年11月1日～2008
年10月31日）「「アジアにおける市民参加型・マルチメディアによる地域文化発信ネットワー
ク」の立ち上げ－インド・ゴアと日本・奈良から始める試み」プロジェクト・コーディネーター
④海外調査2回（インド・ゴア州、アラブ首長国連邦ドバイ）

奈良大学地域連携教育研究センター事業3「地域における／からの情報発信・交流ネットワーク
づくり－わたしたちの場所の「昔・いま・未来」－」主担当、及び、事業5「地域デザイン講座
2007」セッション3「地域社会へのフォーカス―写真・映像による記録と発信」（2007（平成
19）年12月7日、12月14日、12月21日の3回分）のコーディネート。

こおりやま市民大学　第5回（2007（平成19）年6月30日）担当「インドの世界遺産」

学生指導委員、学生相談室運営委員、学生相談員、国際交流委員、図書館委員、博物館委員、男
子バスケットボール部顧問、バスケットボール・サークル顧問

概　　　　　　　要

（学会発表）

最終学歴

現在の専門分野

著書､学術論文等の名称

所属学会

研究課題

平　成　１９　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　日本文化人類学会、日本南アジア学会、「宗教と社会」学会

インド西部ゴア州における多言語状況の文化人類学的研究、ゴア社会の大衆劇ティ
アトルの実践とキリスト教徒アイデンティティの関係についての研究、マルチメ
ディアを利用した住民による地域社会理解の実践に向けた方法論研究

 2006年3月　大阪大学大学院人間科学研究科人間学専攻　博士号（人間科学）取得

　博士（人間科学）

　　文化人類学

ゴア社会における「言語観」の
構築が文字・文学中心の一種の
科学となっている点を中心に検
討した。



② 「神のことばの現
地語化とローカリ
ティの生産―イン
ド・ゴアのキリス
ト教会を事例に」

単

③ 「「私たち」とは
誰のこと？―イン
ド、ゴア社会の大
衆劇ティアトルに
おける語られ方を
めぐって」

単

① 「キリスト教の受
容―ゴアの事例」

単

② “A Response to
the Paper (Naik,
Pratap, S.J.
“The
Contribution of
Jesuits to
Education and
Konkanni in
Goa”)”

単

③ 「石原　潤・溝口
常敏著『南アジア
の定期市―カース
ト社会における伝
統的流通システ
ム』」

単

2007年6月

2008年3月

Sod : Konknni
Research Bulletin,
12: 72-73.

『奈良大地理』 14
号：13-15。

2007年9月

2008年3月

「宗教と社会」学会
第15回学術大会

国立民族学博物館共
同研究「キリスト教
文明とナショナリズ
ム――人類学的考
察」研究会

（その他）

インド・ゴア教会において、バ
チカン第２公会議以降、現地語
化の流れが進んだ経緯を「ロー
カリティ」概念を使用して論じ
た。

インド・ゴアの大衆劇ティアト
ルに現れるゴア社会の表象のさ
れ方について、劇の上演方法、
担い手を中心に論じた。

Pratap Naik"The Contribution
of Jesuits to Education and
Konkanni in Goa"の書評。

石原　潤・溝口常敏著『南アジ
アの定期市―――カースト社会
における伝統的流通システム』
の書評。

2007年4月 『 季 刊 民 族 学 』
No.120：40-41。

16世紀のゴア社会にキリスト教
（カトリック）がもたらされた
経緯とキリスト教徒の現在につ
いて紹介した。


